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遊覧船グリランド９００旅客負傷事故に係る勧告について 

 

 本事故は、遊覧船グリランド９００が、強風注意報が発表され、西北西風が次第に

強くなり、波高約５０cm の風浪がある状況下、十和田湖東部の御倉半島の北側付近

を約１８ノット（kn）の速力で滑走しながら東進中、船長が、同じ速力で航行を続け

たため、波高約５０cm の風浪の第１波を船体が乗り上げて水面に叩き付けられ、第

２波以降の風浪も同様の状態を繰り返したことにより、船体に衝撃を複数回受けた際、

前部座席の右舷側に着席していた旅客が、身体が宙に浮いて臀部から座面に落下し、

同様の衝撃を複数回受けたことにより発生したものと考えられる。 

貴殿が運航する船舶において、過去にも同種事故が発生しており、貴殿は同種事故

後、乗組員等に対し、安全教育、訓練の実施等を行っていたものの、遊覧船グリラン

ド９００の船長が、安全管理規程及び運航基準に基づく基準航行を中止し、減速等を

行う基準に達していたところ、約１８kn のままで航行を続けたことにより、本事故

が発生した。 

当委員会は、同種事故の再発を防止するため、本事故調査の結果を踏まえ、貴殿に

対し、運輸安全委員会設置法第２７条第１項の規定に基づき、下記のとおり勧告する。 

また、同条第２項の規定に基づき、この勧告に基づき講じた措置について報告を求

める。 

  



記 

 

貴殿は、同種事故の再発防止のため、次の措置を講じること。 

  (1) 貴殿は、船長及び乗組員に対して、高い風浪を認めた際、安全管理規程及び

運航基準に基づく基準航行を中止し、減速等を行う基準に達している場合、

波高に合わせて十分減速するなど船体動揺の軽減措置をとるよう、周知徹底

を図ること。 

  (2) 貴殿は、船長が航行中に旅客に対し口頭で指示を行う場合、旅客に風、機関

音等の影響により伝わらない可能性があるので、船長に対し、拡声器等を使

用するとともに、旅客の動向を注視して確実に指示が伝わったことを確認す

るよう指導すること。 

  (3) 貴殿は、高齢者等の旅客を極力前部座席に着席させないこと。高齢者等の旅

客に後部座席を確保できない場合には、安全上、他の船舶に振り分けて乗船さ

せること。 


